
鋳物づくりの基本を学ぶ 鋳造工学教室 レビューシート 

第 17 回講座 … 鋳物のガス欠陥対策 
 

Q1. 鋳物のガス欠陥について、その発生メカニズムと外観上の特徴を簡潔
に説明してください。 

 

ガス欠陥は、鋳造時に発生するガスが溶湯内あるいは鋳型内に残った
まま凝固することで発生する。ガス欠陥の外観は丸みがあり、その表面
は滑らかであるという特徴がある。 

 
 

 

Q2．鋳物のガス欠陥の原因の一つに「鋳型内空気の巻き込み」が挙げられ
ますが、空気の巻き込みが起こり易くなる条件と、その防止策につい
て説明してください。 

 

空気の巻き込みは、鋳造時の溶湯の流れが速すぎたり、乱れていたり
することで発生しやすくなる。これを防止するためには、適切な湯⼝⽅
案の適⽤や、湯⼝系に整流⽤のセラミックフィルターを配置するのが効
果的である。 

 

Q3. 鋳物のガス欠陥の原因の一つとして鋳型から発生するガスが挙げら
れます。注湯時に鋳型から発生するガスにはどのようなものがありま
すか︖ 

 

生型では粘結材中の水分が溶湯熱で気化した水蒸気が発生する。有機
鋳型では粘結材樹脂が溶湯熱で熱分解したり燃焼したりしてガスが発生
する。その他、塗型材や⾦型の離型剤などが溶湯熱に反応して炭酸ガス
などが発生する。 

 

Q4．鋳型内のガスを鋳型の外へ排出する能⼒を⾼めるには、どのような⽅
法がありますか︖ 鋳型設計の視点から考えられる対処法をいくつか
挙げてください。 

 

砂型の場合は、適正な鋳型通気度となるように砂の粒度や粘結材の配
合を決める。鋳型の通気度を変えられない場合は、湯⼝⾼さで鋳型内の
溶湯圧⼒を⾼めることや鋳型の砂付きを小さくすることなどで鋳型中の
圧⼒勾配を大きくして鋳型の排気能⼒を増強する。 

 

Q5．溶湯中に含まれるガスを除去する⽅法として、特に溶湯中の酸素と水
素の濃度を低下させる⽅法についてそれぞれ説明してください。 

 

溶湯中酸素は、還元性の⾼い元素を添加してその酸化物を生成し、こ
れを溶湯上に浮上させて除去する(脱酸処理)。溶湯中水素は、溶湯中に不
活性ガス等を吹き込み、そのガス中に水素を拡散させて取り込んだ後に
大気中に放出することで除去する(脱ガス処理)。 




